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1. 序章 

高齢者の問題は、今や先進諸国だけではなく、世界の多くの国々にとって重要な社会問

題となっている。経済発展と現代医学の進歩により、平均寿命が伸長し、人間はより長い

人生を享受できるようになった。しかし、高齢者は加齢によって身体機能などが低下する

だけでなく、職業からの引退などにより、家族や地域からの孤立、役割の喪失などの問題

に直面しやすい。このような問題は、高齢者の自信や意欲の低下、さらには幸福感の低下

につながってしまう。高齢社会においては、単に生存するだけでは充分ではなく、高齢者

がいかに幸福に過ごせるかが重要な課題となっている。 

社会参加が高齢者の心身健康にどのような影響をもつかについての研究は数多く見られ

る。たとえば、古谷野（1993）は、社会的活動が高齢者の主観的幸福感に及ぼす影響を明

らかにしている。本研究は、社会参加に焦点を当て、特に社会参加の中でも生涯学習に焦

点をあてる。生涯学習は高齢者がより高い QOL を達成するために、潜在能力を発揮し社会

参加を促進するために必要である。高齢者は生涯学習を通して、新しい社会環境の中で要

求される知識・技術を身につけ、自分の生きがいを捜し、自己肯定感を向上させることが

できる。高齢者の生涯学習の効果に関する実証研究では、たとえば、堀（1999）は高齢者

の学習援助に関する研究で、老年大学における学びが高齢者における人間関係の再構築に

関連があると述べている。国立社会教育研究所（1997）が行った高齢者の学習・社会参加

活動の国際比較調査により、高齢者の社会参加活動と学習活動が生きがい感に効果がある

ことが示されている。 

生涯学習の機会として代表的なものが老年大学での学習である。老年大学(日本の「老人

大学」に相当)の設立が中国における高齢者の生涯教育の始まりだといわれている。日本と

くらべて、中国では老年大学以外には高齢者の学習活動の機会が十分に保障されていない。

そのため、老年大学での学習は中国の生涯教育、社会参加の機会の中で中心的なものとい

える。中国においても、高齢者の社会参加に関する研究は散見されるものの、社会参加で

ある同時に生涯学習の機会でもある老年大学を受講する高齢者についての研究は少ない。

そこで本研究では、中国における老年大学の在学者の特徴を、老年大学に在学していない

人との比較によって明らかにすることを目的とした。 

2.方法 

 対象者:対象者は厦門市市内 50歳以上の老年大学の在学生全数 100名と老年大学に在学し

ていない者 400名とであった。 

 方法:老年大学の在学生については、講義時間の後に調査票を配布し，その後，調査に関

する説明を 5 分程度行った。回答済みの調査票は、次回の講義の際に講義室に設置した回

収箱に投函してもらう方法で回収した。在学していない人については、対象者に対して調

査協力依頼と調査票を１部ずつ封入した封筒を郵政で郵送した。１週間後に訪問し、調査

票を回収した。回収数は、在学中の人 100 人（回収率 100％）、在学していない人は 500 人

（回収率 39.2%）であった。 

 分析モデル:本研究では、主として社会参加に関連する要因の研究を参考にし、基本属性、

社会階層的要因、身体的健康要因、精神的健康要因、社会的要因、地域環境的要因、老年

大学に関する独自要因の 7つの側面から要因を検討した。 

3.結果と考察 
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単クロスの分析結果では、老年大学の受講生の特性は平均年齢が低い、女性が多い、就

学年数が長く、「ホワイトカラー」の割合が高い、抑うつ症状得点が低い、配偶者からのサ

ポートと友人・知人・近所の人からのサポートが高い、「時間的・物理的な制約」と「内

容面の不一致と周囲の人への迷惑」が低いであった。 

二項ロジスティック回帰分析の結果、「就学年数」と「友人・知人・近所の人からのサポ

ート」にそれぞれに効果が見られ、老年大学の在学生では就学年数が長く、また友人・知

人・近所の人からのサポートが多かった。 

日本における先行研究では、学習的活動を従属変数として分析した結果、短大・大学な

ど比較的高学歴、地域活動の情報認識の程度、活動情報を教えてくれる人の存在が有意な

関連要因として明らかにされている(岡本,2015)。矢庭ら(2011)も、地域高齢者の社会参加

に関連する要因を分析した結果、「学歴」が社会参加に寄与をしていることを明らかにして

いる。本研究でも、就学年数が高いことが老年大学の在学に影響しているという点では日

本における既存研究と同様の結果を得ている。 

高等教育を受けていることは、元々の前向きに生きるという価値観が形成されているこ

とや他者に対して社会的役割を担うことにより、更に自己実現を果たしていこうとする意

識が強いことが指摘されている(矢庭ら,2011)。本研究における単クロスの分析結果では、

「地域の人々と何かをすることで自分の生活の豊かさを求めたい」といった指向性が老年

大学の在校生で有意に高かったことから、就学年数が高い人では、地域社会に貢献したい

という意識を介して老人大学に入学した可能性もある。加えて、単クロスの分析結果では、

老年大学に対する意識として、「内容面での不一致と周囲の人への迷惑」「物理的・時間的

制約」が老年大学の在校生で有意に低かった。就学年数が高い人では、このような老年大

学に対する心理的・物理的障がいが低いことも老人大学への入学を促した可能性が高い。 

ソーシャルサポートは社会参加の促進に関連する要因の一つであることがいくつの研究

で報告されている。岡本(2015)が社会参加の関連要因の一つとして親しい友人や仲間数が

多いことを明らかにしている。安田（2007）は、近隣の人間関係量または信頼できる人間

関係量が各種の地域活動への参加を規定する要因として部分的ではあるが、関わっている

と指摘している。本研究では、「友人，知人，近所の人などからのサポート」が在校生で有

意に高いという、先行研究と共通する結果が得られた。友人・知人・近所の人は老年大学

に対する活動情報を提供する資源として機能しているとともに、友人・知人からのサポー

トが多い人は友人・知人からの老年大学への入学の誘いを受ける機会も多くなることで、

老年大学への入学の促進要因となるのではないかと思われる。 
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